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全筆地図上の， ドンデーン， ドンノイ， ドンハンの耕作者の各籍に関する評価が行わh
た．対象は約454ha, 6583箪である．その結果は，全域では無作付24, 0%，不良46. 




不作付の筆が多かったのは特にノングキェットモー（ KM ），ノングペン（ NB ）で＇•
前者では約80%の発生があった．ンゲイケ（ GK），コクボク（ KB），シーカング（
SK），ノングドン（ DO），ノングヤング（ Ny）では， 50%を越える不良舗の発生
があった．一方，良の箪が50%以上あったのはシムパン（ SB），・グルアム（ GU),: 
コクポー（ KI;>＞，パクロン（ BL）で，ことにパクロンでは全第O印となった．作付E容
が同様に低かった 19 8 5年と比較すると， KMはやはり不作付の率は同程度である．ま
た，良の筆が多いノングも共通している． 85年より良の諮の割合が著しく誠ったのは，













9下句． 1 0月上旬の無降雨は不良回多発の原因になったと考えられる． 1 9 8 5年と比
較すると，出だしは多めであったもののその伎の推移はたいへん似ており．作付率が同程
度であったこともよく了解できる．不良国の発生の差は. 9月下旬から 10月上旬の雨量




この年の結果は次のように集約された． ( 1袋＝7thang lthang=lOkg) 
件数 平均 合計 最小 最大 変異係数（%）
耕作面積 a 246 186.3 45,833 24. 2 567.7 
( rai) (11.6) (2865) (1.5 ) (35.5)' 
収穫量 袋 247 10.3 2,535 。 56 96,6 
収量 kg/lOa 246 42 。 290 101.6 
( kg/rai) (67) (0) (465) 




年度 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 




収量の分布 0～・ 50.100 150 200 250 300 350 kg/lOa・～ TOTAL 
1986 181 43 14 5 2 1 。。 246 
1985 86 103 44 8 。 2 。 244 
1984 1 33 71 74 44 16 8 6 253 
収穫量の分布 。～ 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60袋～
1986 81 67 28 41 12 5 2 3 2 3 。
1985 33 20 42 55 50 1 13 3 9 4 3 。
1984 。1 27 37 29 20 25 18 35 19 20 21 
( * 0以上50未満．以下閉じ）
－叫1、
2. 収量の地理的分布（図~ ) 
比較的高収を得ているのは．ノシグプア，シムパシ，グルアムにおおい．真に継淑水路
の付近（パ7ロン，ノング均イの北部）にはとぴ抜けて商収の部分がある．これ・らの耕地
は， 8 5年でもやはり高収を待ていた． ー方．ノングキ.:i...，トモー， ドンケシサイ， ii~
ーカング．パクソン．ノングペシ，ノングドンなどでは60 k,g/10列車1地ばかりとれ
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2526 (174PLOTS) 2524 (215PLOTS) 
247.8土70.4 (50) 278.3土106.1(26) 
225.3±89. 2 (44) 209. 5土56.2 (56) 
236.9土64.2 (39) . 157. 7±63.2 (89) 












2526 (40PLOTS) 2524 (215PLOTS) 2526 2524 
低地部2 228.8±42.2(9) 199.8土88.0（日）台地部6 370.3 (1) 299.5土130.2(9)
1 206.4±63.4(12)' 147.8±61.0(57) 5 369. 7 (1) 261.8土55.3(6) 
3 210.0土37.3(9) 176.6±69.5(49) 4 217.0土2;j.9(4) 188.5土67.7 (12) 
7 207.3土22.3(3) 151.4±55.1(18) 8 173.2 (1) 191.6土41.6(8) 
4.土壇クラスと水条件の相互作用
4-1 祖粗重g/nf (2524 215PLOTS) 
土壇クラス
水条件 2 1 3 7 6 5 4 8 
滞水域 276.1 208.9 266.6 334.0 271.2 258.1 
(10) (2) (5) (0) (6) (1) (0) (1) 
流入域 217.4 207.3. 203.1 179.5 280.8 242. 7. 207. 7 
(16) (11) (15) (7) (O) (2) (2) (3) 
中間域 149.4 139.1 ・158;8 143.4 271.0 246.1 193.9 1日.8
(10) （出） (19) (9) (2) (3) (8) (3) 
流出域 144.0 101.4 107.0 149.0 113.0 187.1 




水条件 2 1 3 7 6 5 4, 8 
滞水域 245.2 238.4 261.3 226.7 370.3 369.7 
(5) (3) (5) (1) (1) (1) (0) (0) 
流入域 232.6 131.1 217.1 212.2 ー ー 220.5 
( 1) ( 3) ( 3) (1) (0) (0) (3) (0) 
中間域 232.3 202.2 183.0 ー
( 0) ( 3) ( 1) (1) (0) (0) (0) (O) 
流出域 200.4 223.8 ー 画 206.5 173.2 













生育期間＿（X）と粗籾霊（Y) 1981 r=0.11 Y=llO. 2+5.0X 
1983 r=0.11 Y=192.2+4.0X 
I －藁重（Y) 1981 r=0.24 Y=l5.9+17. 7X 













不作付け 14 239.3土68.0 275.8土106.7 ・
収穫不能 31 217.8土 63~6 213. 7±81.1 
低収 73 235.0土58.3 288.6土116.1







f取穫不能Jの前歴田は肢も低収で、 『不作付けJは、 『低収jとほぼ同じくらいの収重である． （ 
統計的敏討は無いが） この点在もうすこし厳密に知るため、品種都内での傾向を調査した．
(2）組籾重





236.8±62.9 (8) 221.1土67.9(5) 349.9 (1) 
215.8土5.7 (1) 211.2土67.7 (18) 288. 2土37.9(2) 
234.6±59.9 (13) 233.9±61.4 (42) 239. 7土48.5(12) 233.9土日.5(6) 




壁数 粗祖霊 翼霊 穂数／掠 頴花数／穂登熟歩合
施肥田 18 248.4土83.8 238.7±142.6 5. 7土0.9 104.9土29.3 72.4土6.8
無施肥田 156 234.9土75.4 322.7土203.3 5.9±1.6 108.6±27.0 74. 7±8.6 
1,000粒霊 全霊 もみわら比
施肥田 18 37.8土3.4・ 537.1±215.5 92.2±22.5 







施肥 3 お1.~ 368.7 185.1 9 241.3 392.0 157.7 6 257.6 388.2 136.6 








要因． 偏相関係数 カテゴリー スコア
1981 1983 1983 1981 1983 
N=198 N=133 N=37 
水条件 0.427 0.214 0.650 滞水域 61.5 22.8 45.3 
流入域． 17.8 -19.5 -17.5 
中間域 1ー4.5 -8.0 -33.0 




























































不作付け ー 7.9 -39.2 
収穫不能 ー 0.4 8.4 
不良 -・ -11.2 4.7 
ー 16.4 -2.6 
定数項 183.0 241.9 お2.6
決定係数 0.4976' 0.1284 0.6832 
0.360 0.118 前歴
1981年では、水条件と地形詳の関与の程度が大きい.19 8 3年では、土境クラス要因を除い℃
（件数を増やして）検討すると、決定係数の値がきわめて小さくなる．土壇クラスを取り込むとーi件
数は少なくなるが決定係数は向上する．とこでは土壇クラスが最も強い影響因子となり、水条件がζ
れに次いだ．なお、いずれの場合でも、品窪群の関与程度は小さかった．収霊推定式から得られる推
定値と、実際の収量との残差について施肥の有無と対照させたところ、全く関係がみられなかった．
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